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3,748

環境講演会実施回数

13,670

種　別 指標の名称 (単位)
（２９年度）

２５年度

人

　決算額　　(単位：千円) 27,695

２６年度 ２７年度

14,348

28,150

成果指標
環境学習講座受講者数

24,951　人にかかるコスト（人件費など）

事業の展開をＮＰＯとの協働で実施するなど、多様な取組で効率化を図っており、おおむね適切である。今後
も更なる効率化を検討していく。

3,055

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 37,975

1,005

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

112

24

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

子供から大人まで多くの区民に学習の場を提供するとともに、環境の情報を提供している。引
き続き、様々な環境問題に目を向け、より多くの区民のニーズに応えられるよう事業内容を検
討する。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

環境問題は、区民や事業者がその役割と責任を理解して、環境配慮行動に取組んでいくことが大切である。
環境学習が、そのために果たす役割は大きく、その必要も高い。

維持

評
価
結
果

講座の度にアンケートを取り、プログラムを見直したことにより参加者のニーズに、より応えることができた。
今後も、より参加者のニーズを捉えた内容を工夫すると共に、周知方法を見直し、参加者の確保に努めてい
く。

3 環境保全活動団体や特定非営利活動法人、民間企業等の持つ専門性を活かして実施している手段は、おお
むね適切である。今後もニーズに沿ったバラエティある講座が実施できるよう努めていく。

3必要性

今後の方向性
拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

40,052

1,366

62

29,170

1,471

27,000

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

41,272

42,805

602

39,626

77

38,578

事業対象

事務事業名 環境学習の推進

　

環境課

行政計画 事業NO. 120 計画事業名
事業の開始・終了年度

環境学習の推進

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

①学習の機会と環境の充実

条例・規則 〔法令等名〕

Ⅱ-３．学びと交流の仕組みづくり

 [施　　策]

事業区分

情報発信・収集、イベント

平成２８年度　事務事業評価シート

（１）多様な学習活動の支援

環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法律
東京都台東区立環境ふれあい館条例、同施行規則

根拠法令等

目的達成度 3

効率性

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
153

身近な環境から地球環境まで、幅広い視点からの環境学習を提供することで、環境保全に対する理解や意識の向上を図
り、環境配慮型の行動へと繋げていく。

15,203

715

112

①環境学習入門講座　②区民自然観察員養成講座　③非常勤職員指導・ボラ
ンティア養成研修　④精華公園ビオトープ調査　⑤展示水槽管理

一部委託

こども環境委員会、環境学習入門講座、環境・ごみ減量・リサイクル講演会など、子供から大人まで各世代に応じた環境学
習講座を開催する。また、環境学習室を整備・運営し、より多くの区民に環境学習の場を提供するとともに、学校・地域・職場
など様々な場面で、それぞれの主体が環境学習に取組めるよう、環境情報の提供や人材育成、交流支援を行う。

補助金の有無

新たに「まわるんクイズツアー」を開始し、館内の各フロアに環境にまつわる問題や、館内の展示物に関する問題を設
置し、館内の回遊性を高める対策を行った。

70

4,800 4,734

事
務
事
業
の
実
績

所
管

環境清掃部

年度

委託内容
なし

回環境学習講座実施回数 112

1,397

24,989

回 20 23

長期総合
計画体系

 [基本目標]

来館者、在勤・在学者

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]


